
かけがえのない日々 

 

子どものいる生活は楽しく、又、とても忙しいものですね。 

それまで自分のためだけに使っていた時間は、ほぼゼロとなり、子どものリズムに合わせ

て、時間がどんどん過ぎていきます。 

ミルク、おむつ、抱っこ、おんぶ、夜泣き・・・少し大きくなると、沢山のわがまま（い

え、子どもの思いが出てくることで嬉しいことなのですが）にじっくり向き合うこともで

てきます。 

下の子が産まれると、手のかかり方は２倍ではなく、子ども同士の関わりが加わるので、

３倍かかるようになります。 

 子どものいる人は、みんなこんな生活をしています。 

まして、そこに介護が必要となった父母がいらしたら、もっともっと忙しくなりますね。 

 しかし私達は、このような慌ただしい毎日を「忙しいけどかけがえのない日々なんだ」

と気付かされる時があります。 

たとえば、子どもが病気になって高熱が出た日、大きな怪我をした日、こんな日は「早く

やんちゃなあの日に戻ってほしい」と思います。 

日常の中にこのような日が出現すると、何の変哲もない日々が何と輝いて見えることでし

ょう！ 

 皆さんは、初めて飛行機に乗った日のことを覚えていらっしゃいますか？忘れられない

日ではなかったでしょうか？ 

飛行機が飛び立ち、旋回して、眼下に住んでいた街並みが見えてきた時、「あれが小松駅だ、

あれが公会堂、あれが体育館、梯川の原流は・・・」と思って眺めているうちに、高度が

上がり、眼下の家々はあっという間に豆粒のようになって、視界から遠ざかっていきます。

それと同時に何だかわけのわからない思いで一杯になります。 

「あそこか、あの小さな所で地面にくっついて、泣いたり、怒ったりしているのか」とい

う愛おしさと嬉しさというのでしょうか？そこにいる自分の家族、友人、職場、町がかけ

がえのないものとして胸に押し寄せてきます。 

「初めて飛行機に乗った人は皆、哲学者になる。」と語った人がいましたが、わかるような

気がします。 

 阪神大地震、東北大地震、広島の阿南地区の土砂崩れ、韓国セウォル号の事件、御嶽山

の噴火、など、悲しい災害や事故が次々と起こります。その度に事故に遭った人達にも、

ついさっきまで日常生活があったんだと思うのです。 

 明日のおかずを考え、塾の帰りに寄る所を考え、部活で１０周走るぞと考え、高校に行

ったら、大学に行ったら、そしてどんな仕事をしよう？と。 

かけがえのない日々、それは決して特別な日のことを言うのではなく、平凡な日々、家族

と共に食卓を囲み、みんなで今日のことを話し合って、洗濯をし、お風呂に入り、みんな

で一緒に眠る・・―こんな日々のことを言うのだと思うのです。 

ごくごくありふれた日々こそがかけがえのない日、皆さんに与えられた宝物である「子ど

も」を抱きしめ「幸せだったな～」と思える夜でありますように！！ 

 


